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以
降
、
Ｊ
Ｒ
社
員
は
除
雪
車

の
運
転
に
必
要
な
教
育
を
受

け
て
お
ら
ず
、
緊
急
時
に
は

パ
ー
ト
ナ
ー
会
社
・
協
力
会

社
頼
み
。
除
雪
体
制
や
緊
急

時
の
対
応
や
技
術
継
承
等
、

会
社
に
改
善
を
求
め
て
い
く
。

●
「
分
割
・
民
営
化
」
の
際

に
多
く
の
組
合
員
が
秋
田
県

か
ら
山
形
県
へ
配
転
。
そ
の

後
の
支
社
境
の
変
更
で
地
元

秋
田
へ
の
配
転
が
困
難
な
状

況
。
一
刻
も
早
い
秋
田
へ
の

配
転
の
実
現
を
！

●
エ
ル
ダ
ー
先
会
社
の
労
働

条
件
が
劣
悪
で
、
エ
ル
ダ
ー

を
希
望
し
な
い
人
や
辞
め
る

人
も
多
い
。
65
歳
ま
で
働
き

続
け
、
闘
い
続
け
る
仲
間
を

残
せ
る
よ
う
取
り
組
み
を
！

<

東
京
（
神
奈
川
）・
湊
委
員>

●
地
本
・
地
区
本
部
に
結
成

さ
れ
た
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
連
絡
会
に

よ
る
直
接
交
渉
で
、
委
託
職

場
の
労
働
条
件
の
底
上
げ
や

職
場
内
の
問
題
を
解
決
し
、

組
織
拡
大
に
繋
げ
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

●
昨
年
12
月
に
横
浜
支
社
よ

り
、
伊
東
線
４
駅
に
駅
遠
隔

シ
ス
テ
ム
の
導
入
が
提
案
。

利
用
者
に
不
便
を
強
い
、
労

働
者
の
仕
事
を
奪
う
施
策
に

改
善
と
見
直
し
の
要
求
を
！ 

<

千
葉
・
菊
地
委
員>

●
出
向
先
パ
ー
ト
ナ
ー
会
社

の
労
働
条
件
は
年
々
悪
化
。

千
葉
鉄
道
サ
ー
ビ
ス
と
直
接

交
渉
を
行
っ
て
い
る
が
地
方

で
は
限
界
が
あ
り
、
パ
ー
ト

ナ
ー
会
社
と
東
日
本
本
部
の

直
接
交
渉
に
よ
り
改
善
を
勝

ち
取
る
取
り
組
み
が
必
要
。

●
要
員
増
が
な
け
れ
ば
劣
悪

な
労
働
条
件
は
改
善
さ
れ
な

い
。
ス
ト
ラ
イ
キ
を
背
景
に

迫
力
あ
る
要
求
交
渉
を
！

●
ダ
イ
ヤ
改
正
で
内
房
線
や

総
武
本
線
の
大
幅
削
減
が
実

施
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

地
域
住
民
が
不
便
に
な
ら
な

い
よ
う
取
り
組
み
を
。

<

盛
岡
・
田
崎
委
員>

●
昨
年
、
盛
岡
地
本
で
４
名

が
復
帰
・
加
入
。
加
入
し
た

仲
間
に
責
任
を
持
ち
、
更
な

る
拡
大
に
奮
起
す
る
。

●
国
民
の
「
い
の
ち
と
く
ら

し
」
を
守
る
た
め
に
も
地
域

共
闘
を
強
め
、
選
挙
を
し
っ

か
り
闘
う
こ
と
が
重
要
。

●
来
年
北
海
道
新
幹
線
が
開

業
す
る
が
、
安
全
面
や
サ
ー

ビ
ス
な
ど
課
題
が
残
る
。
３

月
の
ダ
イ
ヤ
改
正
も
含
め
、

多
く
の
職
場
の
縮
小
や
集
約

も
予
想
さ
れ
る
。
地
本
や
東

日
本
本
部
と
連
携
し
、
不
安

を
払
拭
す
る
取
り
組
み
を
。

<

東
京
（
上
野
）・
鈴
木
委
員>

●
上
野
支
部
で
は
駅
遠
隔
操

作
シ
ス
テ
ム
導
入
の
拡
大
に

対
し
、
合
理
化
対
策
委
員
会

を
立
ち
上
げ
、
意
思
統
一
を

図
っ
て
き
た
。
施
策
に
お
け

る
会
社
か
ら
の
提
案
や
説
明
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<

東
京
（
大
宮
）・
小

森
委
員>

●
一
律
で
要
求
を
出

す
よ
り
各
会
社
単
位

で
検
討
す
る
方
が
取

り
組
み
や
す
い
。
新

し
い
組
織
の
在
り
方

を
考
え
る
時
期
。
よ

り
有
効
性
の
高
い
要

求
の
実
現
を
！

●
エ
ル
ダ
ー
制
度
に

対
し
て
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
連

絡
会
を
立
ち
上
げ
、

関
連
会
社
の
労
働
条

件
や
環
境
の
改
善
、

未
組
織
社
員
の
国
労

加
入
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
る
。

<

仙
台
・
原
田
委
員>

●
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

　

平
和
と
民
主
主
義
擁
護
に
つ

い
て
。

　

昨
年
末
の
衆
議
院
総
選
挙

で
、
再
度
３
分
の
２
を
確
保
し

た
安
倍
自
公
政
権
は
、
平
和
国

家
日
本
を
崩
壊
さ
せ
る
政
治
姿

勢
に
他
な
ら
な
い
。

　

こ
う
し
た
中
、
イ
ス
ラ
ム
国

と
称
す
る
集
団
に
よ
る
２
人
の

邦
人
殺
害
事
件
が
発
生
。
人

間
が
人
間
の
命
を
奪
う
こ
と
を

認
め
る
こ
と
は
絶
対
に
出
来
な

い
。
事
件
の
背
景
に
は
、
日
本

自
体
が
変
質
し
て
、
貧
困
と
格

差
を
生
み
出
し
、
軍
事
力
を
背

景
に
他
国
支
配
を
行
う
国
家
と

の
位
置
付
け
の
現
れ
で
あ
る
と

認
識
す
べ
き
で
あ
る
。

　

安
全
・
安
定
輸
送
の
確
保
に

つ
い
て
。

　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
冨
田
社
長
は

「
人
的
・
物
的
コ
ス
ト
の
削
減

を
更
に
進
め
る
」
と
し
て
い
る
。

労
働
組
合
と
し
て
重
要
な
課
題

は
安
全
問
題
で
あ
り
、
安
全
は

人
が
成
し
得
る
も
の
で
あ
る
。

今
後
会
社
と
対
峙
す
る
際
の
議

論
作
り
を
し
っ
か
り
醸
成
し
て

い
き
た
い
。

　

15
年
春
闘
と
国
労
の
将
来
展

望
に
つ
い
て
。

　

15
春
闘
も
「
官
製
春
闘
」
か

ら
脱
せ
ず
、
労
働
組
合
不
要
論

に
拍
車
を
か
け
か
ね
な
い
。

　

国
労
は
２
月
12
日
に
、
定

期
昇
給
の
完
全
実
施
と
ベ
ア

１
５
，
０
０
０
円
を
主
と
し
た

要
求
を
Ｊ
Ｒ
各
社
に
提
出
す
る

が
、
要
求
額
の
高
低
で
は
な
く
、

戦
略
を
如
何
に
作
り
出
し
、
戦

術
を
如
何
に
行
使
す
る
か
が
重

要
。

　

Ｊ
Ｒ
７
社
ご
と
の
情
勢
分
析

と
そ
れ
に
基
づ
く
戦
術
行
使
の

判
断
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
客

観
的
に
見
れ
ば
非
常
に
厳
し
い

状
況
で
あ
る
。

　

組
織
全
体
の
喫
緊
の
課
題
で

あ
る
組
織
の
強
化
・
拡
大
は
国

労
運
動
の
継
承
・
発
展
と
裏
腹

で
あ
る
。

　

来
年
で
結
成
70
年
を
迎
え
る

国
労
の
闘
い
の
歴
史
を
残
す
こ

と
は
、
私
た
ち
の
使
命
で
あ
り

責
務
。
グ
ル
ー
プ
会
社
の
全
て

の
職
場
・
仲
間
に
、
国
労
運
動

を
継
承
・
発
展
さ
せ
る
こ
と
が

急
務
と
な
る
。
そ
の
為
に
大
き

な
判
断
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

し
っ
か
り
と
し
た
議
論
を
積
み

上
げ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

事
態
認
識
の
共
有
化
と
連

携
・
連
帯
と
団
結
を
更
に
強
固

な
も
の
と
す
る
こ
と
を
お
願
い

し
、
東
日
本
本
部
執
行
委
員
会

を
代
表
し
て
の
挨
拶
と
す
る
。

　

平
和
と
民
主
主
義
擁
護
に
つ
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が
遅
く
、
対
応
も
ま
ま
な
ら

な
い
。
本
社
―
本
部
間
に
お

け
る
提
案
や
交
渉
の
速
や
か

な
開
催
と
共
に
、
各
支
社
に

も
本
社
か
ら
の
指
導
を
求
め

る
よ
う
要
請
す
る
。

●
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
職
場
で
は
エ
リ

ア
本
部
に
お
け
る
協
約
の
締

結
や
、
東
京
地
本
で
の
連
絡

会
発
足
な
ど
取
り
組
み
を
進

め
て
い
る
。
要
求
獲
得
に
向

け
更
な
る
交
渉
の
強
化
を
！

<

新
潟
・
福
冨
委
員>

●
１
月
に
貨
物
会
社
が
諸
手

当
の
削
減
・
廃
止
を
提
案
。

客
・
貨
一
体
で
闘
う
方
針
の

提
起
を
！

●
春
闘
は
ス
ト
の
検
討
も
含

め
て
ベ
ア
獲
得
に
奮
闘
を
！

・
新
潟
で
は
一
昨
年
か
ら
拡

大
が
な
い
。
分
会
・
職
場
を

活
性
化
さ
せ
、
次
期
大
会
ま

で
に
最
低
１
名
の
拡
大
を
！

<

水
戸
・
泉
委
員>

●
上
野
東
京
ラ
イ
ン
の
開
業

や
原
発
問
題
等
、
労
働
組
合

よ
り
も
先
に
マ
ス
コ
ミ
報
道

が
先
行
で
不
安
。
タ
イ
ム

リ
ー
な
情
報
開
示
を
！

●
昨
年
12
月
、
２
名
の
仲
間

が
加
入
。
共
通
し
て
い
る
事

は
、
組
合
員
が
身
近
で
接
し
、

受
け
入
れ
体
制
と
信
頼
関

係
、
有
利
な
情
勢
を
活
か
し

更
な
る
拡
大
を
！

●
原
発
事
故
後
の
放
射
線
へ

の
不
安
か
ら
追
加
要
求
を
決

め
た
。
取
り
組
み
を
要
請
す

る
！

<

高
崎
・
小
池
委
員>

●
昨
年
６
名
の
拡
大
。
今
年

は
二
桁
の
拡
大
を
目
指
す
！

●
貨
物
職
場
は
大
き
な
不
満

を
抱
え
て
仕
事
を
し
て
い

る
。
ス
ト
ラ
イ
キ
で
闘
い
、

ベ
ア
獲
得
を
！

●
昨
年
11
月
に
突
如
、
北
上

尾
駅
の
窓
口
閉
鎖
を
提
案
。

多
く
の
利
用
者
は
怒
っ
て
い

る
。
経
営
方
針
と
真
逆
の
施

策
を
行
う
会
社
の
追
及
を
！

<

長
野
・
矢
澤
委
員>

●
組
織
拡
大
に
向
け
、
色
々

な
種
を
ま
い
て
き
た
。
今
後

は
芽
を
出
す
よ
う
に
具
体
的

な
動
き
を
！

●
職
場
で
労
働
条
件
向
上
の

要
求
を
し
っ
か
り
と
や
っ
て

い
る
自
負
を
持
ち
、
成
果
を

も
っ
と
宣
伝
を
！

<

仙
台
・
秋
山
委
員>

●
昨
年
の
総
括
か
ら
、
15
春

本
は
「
グ
ル
ー
プ
安
全
計
画

２
０
１
８
」
を
策
定
し
た
が
、

直
後
に
は
川
崎
駅
構
内
で
の

列
車
脱
線
事
故
が
発
生
、
ま

さ
に
、
委
託
化
・
機
械
化
な

ど
の
効
率
化
施
策
と
要
員
削

減
が
背
景
に
あ
り
、
エ
リ
ア

職
協
と
相
談
し
な
が
ら
要
求

を
作
成
し
、
会
社
に
申
し
入

れ
を
し
て
い
き
た
い
。

　

Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
の
業
務
に

は
人
間
を
介
し
た
重
要
な
仕

事
が
あ
り
、
そ
こ
に
働
く
労

働
者
の
労
働
条

件
向
上
、
適
正

な
要
員
配
置
な

ど
、
仕
事
・
安

全
総
点
検
を
取

り
組
む
。
今
年

は
、
福
知
山
線

事
故
、
羽
越
線

事
故
か
ら
10
年

の
節
目
、
安
全

問
題
や
労
働
条

件
改
善
、グ
ル
ー

プ
会
社
の
労
働

条
件
引
き
上
げ

に
向
け
て
奮
闘

す
る
。

●
３
・
11
大
震
災
と
福
島
第

１
原
発
に
起
因
し
た
問
題
は

当
該
地
本
と
連
携
し
要
求
を

す
る
。

●
労
働
協
約
改
訂
の
闘
い

は
、
昨
年
の
成
果
を
踏
ま
え

全
力
を
あ
げ
る
。

【
政
治
闘
争
の
強
化
】

●「
戦
争
の
出
来
る
国
づ
く
り
」

に
突
き
進
む
安
倍
政
権
に

「
Ｎ
Ｏ
」を
突
き
付
け
る
た
め
、

平
和
・
人
権
・
環
境
な
ど
の

国
民
的
諸
課
題
に
私
た
ち
が

関
わ
る
こ
と
が
労
働
運
動
の

底
上
げ
と
な
る
。
直
面
す
る

統
一
自
治
体
選
挙
に
全
力
を

挙
げ
、
当
面
す
る
諸
課
題
の

先
頭
に
立
ち
奮
闘
す
る
。

た
、
交
運
労
協
の
集
会
や
国

労
独
自
の
集
会
等
、
創
意
工

夫
し
た
取
り
組
み
の
強
化
を

す
る
。
ス
ト
ラ
イ
キ
に
つ
い

て
は
、
本
社
・
本
部
の
交
渉

強
化
を
図
り
、
具
体
的
に
は

中
央
戦
術
委
員
会
で
判
断
を

し
て
い
き
た
い
。

【
組
織
強
化
・
拡
大
】

●
全
て
の
委
員
か
ら
の
発
言

が
あ
っ
た
。
引
き
続
き
、
今

日
ま
で
積
み
上
げ
た
運
動
を

継
承
・
発
展
さ
せ
て
い
く
こ

と
が
大
切
。
国
労
と
し
て
Ｊ

Ｒ
グ
ル
ー
プ
全
体
を
視
野
に

入
れ
た
組
織
化
の
流
れ
を
作

り
出
す
た
め
に
、
社
員
に
寄

り
添
い
、
社
員
の
目
線
に

立
っ
た
議
論
と
行
動
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
組
織
の
あ
り

方
も
含
め
て
議
論
を
深
め
て

い
き
た
い
。

【
安
全
安
定
輸
送
の
確
立
、　

労
働
条
件
改
善
】

●
Ｊ
Ｒ
発
足
か
ら
29
年
目

を
迎
え
、
東
日
本
・
貨
物

と
も
合
理
化
施
策
は
止
む

こ
と
は
無
い
。
Ｊ
Ｒ
東
日

闘
は
客
・
貨
一
体
の
交
流
や

貨
物
職
場
中
心
に
ス
ト
を
！

●
再
雇
用
先
・
委
託
先
に
労

働
条
件
改
善
は
待
っ
た
な

し
、
関
連
会
社
の
交
渉
に
向

け
た
関
係
作
り
を
！

●
原
発
事
故
後
、
放
射
能
汚

染
に
不
安
を
感
じ
な
が
ら
業

務
を
し
て
い
る
。
会
社
に
対

し
て
の
取
り
組
み
を
！

<

秋
田
・
高
橋
委
員>

●
貨
物
会
社
の
賃
金
抑
制
政

策
に
こ
れ
以
上
耐
え
ろ
と
い

う
の
は
残
酷
。
今
こ
そ
ス
ト

ラ
イ
キ
で
闘
う
時
！

●
組
織
拡
大
に
つ
い
て
、
大

会
や
集
会
へ
足
を
運
び
話
し

合
い
を
。
少
し
ず
つ
で
も
組

合
員
の
心
の
中
に
根
付
か
せ

る
た
め
に
継
続
し
て
行
う
。

<

東
京
（
神
奈
川
）・
長
瀬
委
員>

●
横
浜
支
社
で
は
本
体
と
Ｊ

Ｅ
Ｓ
Ｓ
が
ほ
ぼ
半
数
に
な

り
、
委
託
駅
の
労
働
条
件
改

善
が
急
務
。
連
絡
会
か
ら
出

て
い
る
要
求
の
交
渉
を
！

●
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
組
合
へ
の
関
心
が
明
ら
か

に
。
グ
ル
ー
プ
会
社
で
働
く

労
働
者
の
労
働
条
件
底
上
げ

を
図
る
為
の
組
織
化
を
！

●
春
闘
と
併
せ
、
憲
法
や
労

働
法
制
改
悪
の
闘
い
も
重

要
。

●
一
括
和
解
以
降
の
懸
案
事

項
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き

協
約
改
訂
交
渉
の
中
で
粘
り

強
く
取
り
組
む
。

●
エ
ル
ダ
ー
先
の
労
働
条
件

に
つ
い
て
は
、
検
証
し
な
が

ら
地
方
・
本
部
の
課
題
を
明

確
に
要
求
の
住
み
分
け
を
し

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

●
本
社
交
渉
の
遅
れ
で
地

方
・
職
協
の
皆
さ
ん
に
は
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
る
。

会
社
に
は
都
度
遅
れ
を
指
摘

し
て
い
る
。
速
や
か
な
体
制

を
求
め
て
い
く
。

【
２
０
１
５
春
闘
】

●
２
月
12
日
に
提
出
し
、
回

答
指
定
日
に
つ
い
て
は
３
月

18
日
と
し
て
申
し
入
れ
る
。

併
せ
て
、
プ
ロ
パ
ー
社
員
組

合
員
の
い
る
関
連
会
社
に

は
、
統
一
要
求
に
準
じ
て
提

出
し
た
い
。
具
体
的
に
は
、

各
地
方
は
、
話
し
合
う
場
作

り
か
ら
分
会
運
動
の
活
性
化

を
図
り
、
一
人
一
要
求
・
一

行
動
等
を
通
じ
て
職
場
か
ら

の
春
闘
を
強
め
て
い
く
。
ま


